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研究要旨

同一個人を追跡するという縦断調査の特徴を生かした研究を行うために必要な分

析枠組とモデルの基本的方針について検討した。まず、21 世紀出生児縦断調査（平

成 13 年出生児）のデータを用いた健康に関する先行文献を検索し、従来の分析枠組

を把握した。次に、各調査回の調査項目を整理し、各変数の追跡可能性を把握し

た。以上の作業から得られた情報を基に、家庭環境等の変化と子どもの健やかな成

長との関連に関する分析枠組の概念図を作成した。特に、縦断調査の特徴を生かし

た高度統計分析を行う上で、健康アウトカムの繰り返し多重イベントと要因の時間

依存性の有無の二点を考慮できる統計モデルを設定する必要がある。さらに、一般

に理解しやすいエビデンスを作成するには、必要最低限の要素を考慮しながらも、

できるだけシンプルなモデルを採用することが望ましい。

Ａ．研究目的

同一個人を追跡するという 21世紀出

生児縦断調査の特徴を活用して、ダイ

ナミックに変化する家庭環境等と子ど

もの健やかな成長について高度統計分

析を行い、一般に分かりやすい資料を

提供するために必要な、本研究が拠り

所とする分析枠組とモデルの基本的方

針について検討する。

Ｂ．研究方法

１．先行研究のレビュー

21 世紀出生児縦断調査（平成 13年

出生児）を用いた健康に関する研究成

果に基づく先行研究をレビューするこ

とにより、従来の分析枠組を把握し、

本研究における分析枠組作成への参考

にする。

２．データ項目の継続性の把握

21 世紀出生児縦断調査（平成 13年

出生児）における各データ項目の調査

回を整理し、それぞれの追跡可能性を

理解する。

３．分析枠組の構築

21 世紀出生児縦断調査を用いた家庭

環境等の変化と子どもの成長・健康と

の関連に関する概念図を作成し、分析

枠組を構築する。縦断調査による追跡

可能性を重視し、各調査協力者から各

調査回に得られる情報を時間軸上で把

握する。特に複数回の調査で繰り返し

得られた情報を活用することにより、

要因と健康アウトカムの間の関係性と

その時間的変化を結びつける。

Ｃ．研究結果

１．先行研究のレビュー
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21 世紀出生児縦断調査（平成 13年

出生児）のデータを分析した健康に関

する先行文献を検索したところ、23 件

が見つかった（表 1）。内訳は、英文

学術雑誌掲載論文 19件、ディスカッシ

ョンペーパーまたは研究報告書 4件で

あった。アウトカム変数として最も多

かったのは、身長・体重・肥満・成長

（5件）と喘息（3 件）であった。要因

として最も多かったのは、授乳（6

件）であった（ただし、そのうちの 5

件は同一の研究グループによる成

果）。

先行研究における統計分析手法とし

ては、比較的シンプルなロジスティッ

ク回帰や順序ロジスティック回帰、多

項ロジスティック回帰を採用したもの

が多かった。これらの研究は、第一回

調査を中心に単独回のみの横断面デー

タを用いた研究（例えば Kaneko et 

al. 2006）、またはベースライン時や

単独回のみで得られた説明変数、すな

わち時間と共に変化しない説明変数の

みを用いた研究（例えば Yamakawa, 

Yorifuji, Inoue, Kato, Doi 2013）の

どちらかであった。

一方、より複雑なパネルデータ構造

を考慮した統計モデルとしては、固定

効果モデルや混合効果モデル、一般化

推定方程式（generalized estimation 

equations, GEE）、Cox比例ハザード

モデルを用いた研究があった。その中

で、Kanoh et al. (2012) は、生後 6

ヶ月から 4歳半までの 4 年間における

喘息の累積罹患率を算出し、Cox比例

ハザードモデルを用いて母親の室内で

の喫煙が子どもの喘息リスクを高める

ことを示した。Franchetti and Ide 

(2014) は、1 歳半から 5 歳半までの

BMIと adiposity rebound に関する論

文で、特に時間に依存する説明変数

（time-dependent explanatory 

variables）と時間に依存しない説明変

数 （time-invariant explanatory 

variables）に言及した上で、双方を含

めた BMI に関する GEEモデルの推定を

行った。

２．データ項目の継続性の把握

21 世紀出生児縦断調査（平成 13年

出生児）の各調査回における調査項目

の一覧は、表 2のとおりである。子ど

もの健康・成長に関する調査項目は、

身長・体重、過去一年間の病気や怪我

による通院・入院で、ともに第 2回以

降、毎回の調査で尋ねられている。

毎回の調査票に含められているその

他の項目としては、まず幼児期から学

童期までの全体では、同居している家

族（第 1 回～）、親の単身赴任（第 2

回～）、就寝時間（第 2 回～）、起床

時間（第 3回～）、ゲームで遊ぶ時間

（第 4回～）、テレビ視聴時間（第 3

回～）、習い事（第 3回～）、子ども

を育ててよかったと思うこと（第 1 回

～）、子育ての不安や悩み（第 1回

～）、子育てにかかる費用（第 1回

～）、親の就業状況または職業（第 1

回～）であった。

第 6回までの幼児期に限定すると、

ふだんの保育者、平日日中の主な保育

者、保育料（第 5回を除く）が毎回尋

ねられていた。第 7 回以降の学童期に

限定すると、学校で楽しみにしている

こと、放課後に誰とどこで過ごすか

（第 12回を除く）、家で勉強する時

間、親の家庭学習への関わり、朝食・

夕食の取り方、習い事にかかる費用、

学習塾にかかる費用（第 8回～）が毎

回尋ねられていた。さらに学童期を低

学年（第 7回～第 9 回）と高学年（第

10回～第 12 回）に分けると、低学年

− 10 −



のみでは祖父母や近所の人からの子育

てへの支援、放課後に一人で過ごす時

間、親が子どもと過ごす時間、高学年

のみでは学校行事以外の体験が、毎回

尋ねられていた。

一方で、親の生活習慣や社会経済的

状況等、子どもの成長・健康の重要な

要因であると考えられるが調査頻度が

低い項目として、親の食習慣（第 3 回

と第 9回）、親の喫煙習慣（第 1回、

第 5回、第 9 回）、収入（第 1 回、第

2 回、第 4回、第 5 回、第 7回、第 10

回、第 12回）があった。

出生時の情報や親の最終学歴など固

定していて変化しない項目や、幼児期

あるいは学童期に渡り単独の調査回の

みで尋ねられた項目を時間変化なしの

項目、一方、幼児期あるいは学童期に

渡り 2回以上の調査で尋ねられた項目

を時間変化ありの項目として分類した

（表 2）。

３．分析枠組の構築

先行研究と縦断調査項目に関する情

報を参考にして、家庭環境等要因の変

化と子どもの健やかな成長との関連の

時間的変化に関する分析枠組の概念図

を作成した（図 1）。この概念図で

は、各個人を時系列で追跡する縦断調

査の特徴や調査項目を考慮し、出生か

ら幼児期、学童期を通して、子どもを

取り巻く種々の要因が健康と成長に関

与する体系を示している。さらに、就

学を境として第 7回以降の調査票内容

が大幅に変更されたことによる分析可

能性を考慮し、時間軸を第 6回調査（5

歳半）までの幼児期と、第 7回調査（7

歳）から第 12回調査（12歳）までの

学童期に大きく二分した。

縦断調査データを用いた高度統計分

析モデルの設計において考慮する必要

がある概念として、健康アウトカム発

生の多重性と、要因の時間依存性の有

無の二点が挙げられる。

（１）健康アウトカム発生の多重性

21 世紀出生児縦断調査において分析

可能な健康・成長に関するアウトカム

は、身長・体重から計算した BMIと過

体重・肥満の分類、ならびに過去 1 年

間の傷病による通院・入院である。こ

れらのアウトカムは非致死性であり、

一旦発生しても、正常に戻ったり再発

したりを繰り返す可能性のある多重イ

ベント（multiple repeated failure 

time data）の性質を持っている（Wei 

and Glidden, 1997）。21 世紀出生児

縦断調査から得られる全てのデータを

最大限有効に活用した高度統計分析を

行うためには、初回のイベント発生で

打ち切りとせず、最後まで分析に含め

てその後の経緯を追跡することが可能

なモデル設定を行う必要があると考え

られる。

（２）要因の時間依存性

21 世紀出生児縦断調査から得られる

要因に関する説明変数は、時間と共に

変化するか否かによって大きく二種類

に分けられる。

まず一つ目は、時間経過に関わらず

変化しない非時間依存型の説明変数で

あり、出生票から得られる出生時の情

報（例：出生体重、父母の国籍）と、

単独回の縦断調査のみで尋ねられた要

因である。後者の例としては、第 2 回

（1歳半）と第 9回（9 歳）のみで尋ね

られた親の間食・夜食の習慣の有無が

挙げられる。

もう一つのタイプの説明変数は、複

数の調査回で尋ねられた時間と共に変

化する時間依存型の要因である。例え
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ば、子どものテレビ視聴時間に関する

質問は、第 4 回（3歳半）以降、第 12

回（12歳）まで毎回の調査票に含まれ

ており、毎年の変化を把握することが

可能である。

高度統計分析モデルにおいては、時

間の経過に伴う行動変化を考慮できる

ように、各説明変数について時間依存

性の有無を適切に設定する必要がある

と考えられる。

Ｄ．考察・結論

縦断調査の特徴を生かした高度統計

分析を行うには、健康アウトカムの繰

り返し多重イベントと要因の時間依存

性の有無の二点を考慮できる統計モデ

ルの設定が必須である。さらに、一般

に理解しやすいエビデンスを作成する

には、できるだけシンプルなモデルを

採用することが望ましい。このような

視点から 21世紀出生児縦断調査を解析

した先行研究はほとんどなく、本研究

において重点的に取り組む意義のある

研究テーマであると言える。ただし、

毎回の調査で継続して尋ねられた変数

の数が多くないという制約の下で、最

善のモデルを作成することになるとい

う点に留意する必要がある。
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G.

2
0
1
3

J
 
H
um
 
La
c
t.
 

2
0
1
3 

N
o
v
;2
9
(4
)
:4
9
1
-

9
.
 

子
育
て
と

家
事

へ
の
親
の

関
与

授
乳

2
0
0
1、

2
0
0
2

順
序
ロ
ジ

ス

テ
ィ
ッ
ク

回

帰

7
A
s
s
oc
i
at
i
on
 
o
f
 b
i
rt
h
 

l
e
n
gt
h
 a
n
d 
r
i
s
k 
o
f 

h
o
s
pi
t
al
i
sa
t
i
o
n 
a
mo
n
g 

f
u
l
l-
t
er
m
 b
a
b
i
es
 
in
 

J
a
p
an
.

K
a
t
o 
T
, 

Y
o
r
if
u
ji
 
T,
 

I
n
o
ue
 
S,
 
Do
i
 

H
,
 
Ka
w
ac
h
i 
I
.

2
0
1
3

P
a
e
di
a
tr
 

P
e
r
in
a
t 

E
p
i
de
m
io
l
. 

2
0
1
3 

J
u
l
;2
7
(4
)
:3
6
1
-

7
0
.
 

出
生
時
身

長
入

院
F
i
r
st
 
8 

y
e
a
rs

3
0
 

m
o
n
th
s

L
o
g
 l
i
ne
a
r 

r
e
g
re
s
si
o
n

8
A
s
s
oc
i
at
i
on
s
 
o
f 

p
r
e
te
r
m 
b
ir
t
h
s
 w
i
th
 

c
h
i
ld
 
he
a
lt
h
 
a
nd
 

d
e
v
el
o
pm
e
nt
:
 
J
ap
a
ne
s
e 

p
o
p
ul
a
ti
o
n-
b
a
s
ed
 

s
t
u
dy
.

K
a
t
o 
T
, 

Y
o
r
if
u
ji
 
T,
 

I
n
o
ue
 
S,
 

Y
a
m
ak
a
wa
 
M,
 

D
o
i
 H
,
 K
a
wa
c
h
i
 

I
.

2
0
1
3

J
 
P
ed
i
at
r
. 

2
0
1
3 

D
e
c
;1
6
3(
6
):
1
5
7

8
-
1
58
4
.e
4
. 

妊
娠
期
間

身
体
的
要

因

に
よ
る
入

院

年
相
応
の

行

動
（
行
動

発

達
）

F
i
r
st
 
8 

y
e
a
rs

2
.
5
 a
n
d 

5
.
5
 

y
e
a
rs
 

o
l
d

ロ
ジ
ス
テ

ィ

ッ
ク
回
帰
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I
D

論
文
タ
イ

ト
ル

著
者

発
表
年

論
文
詳
細

要
因

ア
ウ
ト
カ

ム
調

査
年

統
計
モ
デ

ル

9
A
r
e
 t
e
le
v
is
i
o
n
 a
n
d 

v
i
d
eo
 
ga
m
es
 
r
e
al
l
y 

h
a
r
mf
u
l 
f
or
 
k
i
ds
?
 

E
m
p
ir
i
ca
l
 e
v
i
d
en
c
e 

f
r
o
m 
t
he
 
Lo
n
g
i
tu
d
in
a
l 

S
u
r
ve
y
 o
f
 B
a
b
i
es
 
in
 

t
h
e
 2
1
st
 
Ce
n
t
u
ry

N
a
k
am
u
ro
 
M,
 

I
n
u
i 
T
, 
S
en
o
h
 

W
,
 
Hi
r
om
a
ts
u
 
T

2
0
1
3

R
I
E
TI
 

D
i
s
cu
s
si
o
n 

P
a
p
er
 
Se
r
ie
s
 

1
3
-
E-
0
46

テ
レ
ビ
視

聴
時

間
、
ゲ
ー

ム
時

間

問
題
行
動

学
校
で
の

順

応 肥
満

2
0
0
1～

2
0
1
0

固
定
効
果

モ

デ
ル

ラ
ン
ダ
ム

効

果
モ
デ
ル

1
0

B
r
e
as
t
fe
e
di
n
g
 
an
d
 

o
b
e
si
t
y 
a
mo
n
g
 

s
c
h
oo
l
ch
i
ld
r
e
n
: 
a
 

n
a
t
io
n
wi
d
e 

l
o
n
gi
t
ud
i
na
l
 
s
ur
v
ey
 

i
n
 
Ja
p
an
.

Y
a
m
ak
a
wa
 
M,
 

Y
o
r
if
u
ji
 
T,
 

I
n
o
ue
 
S,
 
Ka
t
o
 

T
,
 
Do
i
 H
.

2
0
1
3

J
A
M
A 
P
ed
i
at
r
.
 

2
0
1
3 

O
c
t
;1
6
7(
1
0)
:
9
1

9
-
2
5.

授
乳

過
体
重
・

肥

満

2
0
0
1～

2
0
0
9

多
項
ロ
ジ

ス

テ
ィ
ッ
ク

回

帰

1
1

子
供
の
成

長
パ

タ
ー
ン

：

2
1
世

紀
出
生
児

縦
断
調

査

に
基
づ
く

測
定

北
村
行
伸

2
0
1
3

G
l
o
ba
l
 C
O
E 
H
i
-

S
t
a
t 

D
i
s
cu
s
si
o
n 

P
a
p
er
 
Se
r
ie
s
 

2
7
8
 

出
生
時
身

長
・

体
重
、
子

育
て

へ
の
支
出

、
性

別
、
出
生

日

身
長
、
体

重
2
0
0
1～

2
0
0
6

固
定
効
果

モ

デ
ル

1
2

S
o
c
io
-
de
m
og
r
a
p
hi
c
 a
n
d 

l
i
f
es
t
yl
e
 f
a
c
t
or
s
 f
o
r 

c
h
i
ld
'
s 
p
hy
s
i
c
al
 

g
r
o
wt
h
 a
n
d 
a
d
i
po
s
it
y
 

r
e
b
ou
n
d 
o
f 
J
a
p
an
e
se
 

c
h
i
ld
r
en
:
 a
 

l
o
n
gi
t
ud
i
na
l
 
s
tu
d
y 
o
f 

t
h
e
 2
1
st
 
ce
n
t
u
ry
 

l
o
n
gi
t
ud
i
na
l
 
s
ur
v
ey
 

i
n
 
ne
w
bo
r
ns
.

F
r
a
nc
h
et
t
i 
Y
,
 

I
d
e
 H
.

2
0
1
4

B
M
C
 P
u
bl
i
c 

H
e
a
lt
h
. 
2
01
4
 

A
p
r
 9
;
14
:
33
4
.

肥
満
、
人

口
・

社
会
的
要

因
、

生
活
習
慣

身
体
発
育

肥
満

2
0
0
1～

2
0
0
6

C
o
x
比
例

ハ

ザ
ー
ド
モ

デ

ル T
r
a
je
c
to
r
y 

m
e
t
ho
d

L
o
n
gi
t
ud
i
n

a
l
 

a
n
a
ly
s
is
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I
D

論
文
タ
イ

ト
ル

著
者

発
表
年

論
文
詳
細

要
因

ア
ウ
ト
カ

ム
調

査
年

統
計
モ
デ

ル

1
3

L
a
t
en
t
 p
r
ot
e
c
t
iv
e
 

e
f
f
ec
t
s 
o
f 

b
r
e
as
t
fe
e
di
n
g
 
on
 
la
t
e 

c
h
i
ld
h
oo
d
 o
v
e
r
we
i
gh
t
 

a
n
d
 o
b
es
i
ty
:
 
A
 

n
a
t
io
n
wi
d
e 

p
r
o
sp
e
ct
i
ve
 
s
t
ud
y

J
w
a
 S
C
, 

F
u
j
iw
a
ra
 
T,
 

K
o
n
do
 
N

2
0
1
4

O
b
e
si
t
y.
 

2
0
1
4;
2
2:
1
52
7
-

3
7

授
乳

過
体
重
・

肥

満

2
0
0
2～

2
0
0
8

混
合
効
果

モ

デ
ル

1
4

B
r
e
as
t
-f
e
ed
i
n
g
 a
n
d 

h
o
s
pi
t
al
i
za
t
i
o
n 
f
or
 

a
s
t
hm
a
 i
n
 e
a
r
l
y 

c
h
i
ld
h
oo
d
: 
a
 

n
a
t
io
n
wi
d
e 

l
o
n
gi
t
ud
i
na
l
 
s
ur
v
ey
 

i
n
 
Ja
p
an
.

Y
a
m
ak
a
wa
 
M,
 

Y
o
r
if
u
ji
 
T,
 

K
a
t
o 
T
, 

Y
a
m
au
c
hi
 
Y,
 

D
o
i
 H
.

2
0
1
4

P
u
b
li
c
 H
e
al
t
h
 

N
u
t
r.
 
20
1
4 
N
o
v
 

6
:
1
-6
.
 

授
乳

喘
息
に
よ

る

入
院

2
0
0
1～

2
0
0
4

ロ
ジ
ス
テ

ィ

ッ
ク
回
帰

1
5

B
r
e
as
t
fe
e
di
n
g
 
an
d
 

b
e
h
av
i
or
a
l 

d
e
v
el
o
pm
e
nt
:
 
a
 

n
a
t
io
n
wi
d
e 

l
o
n
gi
t
ud
i
na
l
 
s
ur
v
ey
 

i
n
 
Ja
p
an
.

Y
o
r
if
u
ji
 
T,
 

K
u
b
o 
T
, 

Y
a
m
ak
a
wa
 
M,
 

K
a
t
o 
T
, 
I
no
u
e
 

S
,
 
To
k
in
o
bu
 
A
,
 

D
o
i
 H
.

2
0
1
4

J
 
P
ed
i
at
r
. 

2
0
1
4 

M
a
y
;1
6
4(
5
):
1
0
1

9
-
1
02
5
.e
3
. 

授
乳

年
相
応
の

行

動
（
行
動

発

達
）

2
0
0
3～

2
0
0
6

ロ
ジ
ス
テ

ィ

ッ
ク
回
帰

1
6

次
世
代
の

健
康

に
関
す

る

目
標
項
目

の
評

価
法
の

開

発
に
関
す

る
研

究
―

21
世

紀
出
生
児

縦
断

調
査
を

用

い
た
、
健

康
格

差
に
関

す

る
検
討
―

山
縣
然
太

朗
2
0
1
4

厚
生
労
働

科
学

研

究
費
補
助

金
（

循

環
器
疾
患

・
糖

尿

病
等
生
活

習
慣

病

対
策
総
合

研
究

事

業
）
分
担

研
究

報

告
書
（
研

究
代

表

者
：
辻
一

郎
）

世
帯
収
入

親
の
生
活

習

慣 出
生
時
の

状

況 出
生
体
重

2
0
0
1

ロ
ジ
ス
テ

ィ

ッ
ク
回
帰
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I
D

論
文
タ
イ

ト
ル

著
者

発
表
年

論
文
詳
細

要
因

ア
ウ
ト
カ

ム
調

査
年

統
計
モ
デ

ル

1
7

A
s
s
oc
i
at
i
on
 
o
f
 b
r
ea
s
t 

f
e
e
di
n
g 
w
it
h
 
e
ar
l
y 

c
h
i
ld
h
oo
d
 d
e
n
t
al
 

c
a
r
ie
s
: 
J
ap
a
n
e
se
 

p
o
p
ul
a
ti
o
n-
b
a
s
ed
 

s
t
u
dy
.

K
a
t
o 
T
, 

Y
o
r
if
u
ji
 
T,
 

Y
a
m
ak
a
wa
 
M,
 

I
n
o
ue
 
S,
 
Sa
i
t
o
 

K
,
 
Do
i
 H
,
 

K
a
w
ac
h
i 
I
.

2
0
1
5

B
M
J
 O
p
en
.
 2
0
1
5
 

M
a
r
 

2
0
;
5(
3
):
e
00
6
9
8

2
.

授
乳
期
間

う
歯

2
0
0
3～

2
0
0
6

ロ
ジ
ス
テ

ィ

ッ
ク
回
帰

1
8

P
o
o
r 
t
od
d
le
r
-
a
ge
 

s
l
e
ep
 
sc
h
ed
u
l
e
s 

p
r
e
di
c
t 
s
ch
o
o
l
-a
g
e 

b
e
h
av
i
or
a
l 
d
i
s
or
d
er
s
 

i
n
 
a 
l
on
g
it
u
d
i
na
l
 

s
u
r
ve
y
.

K
o
b
ay
a
sh
i
 K
,
 

Y
o
r
if
u
ji
 
T,
 

Y
a
m
ak
a
wa
 
M,

O
k
a
 M
,
 I
n
ou
e
 

S
,
 
Yo
s
hi
n
ag
a
 

H
,
 
Do
i
 H
.

2
0
1
5

B
r
a
in
 
De
v
. 

2
0
1
5 

J
u
n
;3
7
(6
)
:5
7
2
-

8
.

2
歳
児
の

起
床

時
間
と
就

寝
時

間

注
意
力
不

足

攻
撃
性

2
0
0
1-

2
0
1
1

ロ
ジ
ス
テ

ィ

ッ
ク
回
帰

1
9

M
a
t
er
n
al
 
an
d
 
p
at
e
rn
a
l 

i
n
d
oo
r
 o
r
 o
u
t
d
oo
r
 

s
m
o
ki
n
g 
a
nd
 
t
h
e 
r
is
k
 

o
f
 
as
t
hm
a
 i
n
 
t
he
i
r 

c
h
i
ld
r
en
:
 a
 

n
a
t
io
n
wi
d
e 

p
r
o
sp
e
ct
i
ve
 
b
i
rt
h
 

c
o
h
or
t
 s
t
ud
y
.

T
a
b
uc
h
i 
T
, 

F
u
j
iw
a
ra
 
T,
 

N
a
k
ay
a
ma
 
T,
 

M
i
y
as
h
ir
o
 I
,
 

T
s
u
ku
m
a 
H
, 

O
z
a
ki
 
K,
 
Ko
n
d
o
 

N
.

2
0
1
5

D
r
u
g 
A
lc
o
ho
l
 

D
e
p
en
d
. 

2
0
1
5;
1
47
:
10
3
-

8
.

親
の
屋
内

・
屋

外
で
の
喫

煙

喘
息
に
よ

る

入
院
・
通

院

2
0
0
1～

2
0
0
8

ロ
ジ
ス
テ

ィ

ッ
ク
回
帰

2
0

A
r
e
 s
e
co
n
dh
a
n
d
 s
m
ok
e
-

r
e
l
at
e
d 
d
is
e
a
s
es
 
of
 

c
h
i
ld
r
en
 
as
s
o
c
ia
t
ed
 

w
i
t
h 
p
ar
e
nt
a
l
 
sm
o
ki
n
g 

c
e
s
sa
t
io
n
? 

D
e
t
er
m
in
a
nt
s
 
o
f 

p
a
r
en
t
al
 
sm
o
k
i
ng
 

c
e
s
sa
t
io
n
 i
n
 
a
 

T
a
b
uc
h
i 
T
, 

F
u
j
iw
a
ra
 
T.

2
0
1
5

P
r
e
v 
M
ed
.
 

2
0
1
5;
7
3:
8
1-
7
.

子
ど
も
の

二
次

喫
煙
関
連

疾
患

親
の
禁
煙

2
0
0
1～

2
0
0
5

L
o
g
-

b
i
n
om
i
na
l
 

r
e
g
re
s
si
o
n
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I
D

論
文
タ
イ

ト
ル

著
者

発
表
年

論
文
詳
細

要
因

ア
ウ
ト
カ

ム
調

査
年

統
計
モ
デ

ル

p
o
p
ul
a
ti
o
n-
b
a
s
ed
 

c
o
h
or
t
 s
t
ud
y
.

2
1

T
h
e
 g
l
ob
a
l 
e
c
o
no
m
ic
 

c
r
i
si
s
, 
h
ou
s
e
h
ol
d
 

i
n
c
om
e
 a
n
d 
p
r
e
-

a
d
o
le
s
ce
n
t 
o
v
e
rw
e
ig
h
t 

a
n
d
 u
n
de
r
we
i
g
h
t:
 
a 

n
a
t
io
n
wi
d
e 
b
i
r
th
 

c
o
h
or
t
 s
t
ud
y
 
i
n 

J
a
p
an
.

U
e
d
a 
P
, 
K
on
d
o
 

N
,
 
Fu
j
iw
a
ra
 
T
.

2
0
1
5

I
n
t
 J
 
Ob
e
s 

(
L
o
nd
)
. 

2
0
1
5;
3
9:
1
41
4
-

2
0

世
帯
所
得

、
経

済
危
機
の

発

生
、
負
の

所
得

変
化

過
体
重
・

肥

満
、
低
体

重

2
0
0
1～

2
0
1
1

一
般
化
推

定

方
程
式

2
2

L
o
n
g-
T
er
m
 E
f
f
e
ct
s
 o
f
 

B
r
e
as
t
fe
e
di
n
g
 
on
 

C
h
i
ld
r
en
'
s 

H
o
s
pi
t
al
i
za
t
i
o
n 
f
or
 

R
e
s
pi
r
at
o
ry
 
T
r
ac
t
 

I
n
f
ec
t
io
n
s 
a
n
d
 

D
i
a
rr
h
ea
 
in
 
E
a
rl
y
 

C
h
i
ld
h
oo
d
 i
n
 
J
ap
a
n.

Y
a
m
ak
a
wa
 
M,
 

Y
o
r
if
u
ji
 
T,
 

K
a
t
o 
T
, 
I
no
u
e
 

S
,
 
To
k
in
o
bu
 
A
,
 

T
s
u
da
 
T,
 
Do
i
 

H
.

2
0
1
5

M
a
t
er
n
 C
h
il
d
 

H
e
a
lt
h
 J
.
 

2
0
1
5;
1
9(
9
):
1
9
5

6
-
6
5

授
乳

風
邪
や
下

痢

に
よ
る
入

院

2
0
0
1～

2
0
0
4

ロ
ジ
ス
テ

ィ

ッ
ク
回
帰

2
3

O
u
t
do
o
r 
a
ir
 
p
o
ll
u
ti
o
n 

a
n
d
 t
e
rm
 
lo
w
 
b
ir
t
h 

w
e
i
gh
t
 i
n
 J
a
p
a
n.

Y
o
r
if
u
ji
 
T,
 

K
a
s
hi
m
a 
S
, 
D
o
i
 

H
.

2
0
1
5

E
n
v
ir
o
n 
I
nt
.
 

2
0
1
5;
7
4:
1
06
-

1
1
.

出
生
前

9
ヶ
月

間
の
大
気

汚
染

低
出
生
体

重
2
0
0
1

マ
ル
チ
レ

ベ

ル
・
ロ
ジ

ス

テ
ィ
ッ
ク

回

帰
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表
2．

21
世
紀

出
生
児

縦
断

調
査
（

平
成

13
年
出
生
児

）
の
質

問
項

目
と
調

査
頻

度

通
し
番
号

質
問
項
目

出
生
票

調
査
回

時
間
変
化

乳
幼
児
期

学
童
期

な
し

あ
り

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0

1
1

1
2

出
生
時
の

情
報

1
性

別
○

○

2
生

ま
れ
た

と
こ

ろ
○

○

3
世

帯
の
仕

事
○

○

4
身

長
・
体

重
○

○

5
出

生
順
位

○
○

6
単

胎
・
多

胎
の

別
○

○

7
妊

娠
週
数

○
○

8
父

母
の
年

齢
○

○

9
父

母
の
国

籍
○

○

1
0

過
去
の
妊

娠
結

果
○

○

家
族
の
状

況

1
1

同
居
家
族

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

1
2

ふ
だ
ん
の

保
育

者
○

○
○

○
○

○
○

1
3

平
日
日
中

の
主

な
保
育

者
○

○
○

○
○

○
○

1
4

祖
父
母
と

の
行

き
来

○
○

1
5

祖
父
母
・

近
所

の
人
の

子
育

て
支
援

○
○

○
○

1
6

親
の
単
身

赴
任

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

1
7

親
の
離
別

・
死

別
・
再

婚
○

○

住
環
境
の

状
況

1
8

住
居
の
広

さ
○

○

1
9

引
越
し
・

住
宅

の
増
築

○
○

○

2
0

住
居
の
形

態
○

○
○
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通
し
番
号

質
問
項
目

出
生
票

調
査
回

時
間
変
化

乳
幼
児
期

学
童
期

な
し

あ
り

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0

1
1

1
2

2
1

住
環
境

○
○

2
2

ペ
ッ
ト

○
○

○

2
3

子
ど
も
部

屋
○

○
○

学
校
生
活

2
4

学
校
で
楽

し
み

に
し
て

い
る

こ
と

○
○

○
○

○
○

○

2
5

親
の
学
校

と
の

関
わ
り

方
○

○
○

○

2
6

好
き
な
教

科
○

○

通
学
の
よ

う
す

2
7

通
学
手
段

○
○

2
8

通
学
時
間

○
○

2
9

誰
と
下
校

す
る

か
○

○

放
課
後
の

よ
う

す

3
0

誰
と
ど
こ

で
過

ご
す
か

○
○

○
○

○
○

3
1

一
人
で
過

ご
す

時
間

○
○

○
○

○

家
庭
学
習

3
2

家
で
勉
強

す
る

時
間

○
○

○
○

○
○

○

3
3

親
の
家
庭

学
習

へ
の
関

わ
り

方
○

○
○

○
○

○
○

3
4

読
書
習
慣

○
○

○
○

子
ど
も
の

食
事

3
5

授
乳
の
状

況
○

○

3
6

食
事
で
気

を
つ

け
て
い

る
こ

と
○

○

3
7

食
事
の
様

子
○

○
○

○

3
8

食
事
の
時

間
○

○

3
9

お
や
つ
で

気
を

つ
け
て

い
る

こ
と

○
○

4
0

食
事
の
マ

ナ
ー

で
気
を

つ
け

て
い
る

こ
と

○
○
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通
し
番
号

質
問
項
目

出
生
票

調
査
回

時
間
変
化

乳
幼
児
期

学
童
期

な
し

あ
り

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0

1
1

1
2

4
1

朝
食
・
夕

食
の

と
り
方

○
○

○
○

○
○

○

4
2

下
校
し
て

寝
る

ま
で
の

間
食

○
○

○

子
ど
も
の

生
活

時
間

4
3

就
寝
時
間

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

4
4

起
床
時
間

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

4
5

昼
寝
の
頻

度
○

○

4
6

昼
寝
の
時

間
○

○

4
7

お
ね
し
ょ

○
○

4
8

入
浴
時
間

○
○

子
ど
も
の

遊
び

4
9

遊
び
相
手

○
○

○
○

○

（
学
童
）

○

（
幼
児
）

5
0

ふ
だ
ん
の

遊
び

○
○

○

5
1

遊
び
場
所

○
○

○
○

（
学
童
）

○

（
幼
児
）

5
2

友
だ
ち
関

係
○

○

5
3

遊
び
で
意

識
し

て
い
る

こ
と

○
○

5
4

遊
び
で
気

に
か

か
る
こ

と
○

○

5
5

遊
ぶ
友
達

の
人

数
○

○
○

○

5
6

学
校
行
事

以
外

の
体
験

○
○

○
○

○

子
ど
も
の

状
況

5
7

病
気
・
怪

我
に

よ
る
通

院
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

5
8

病
気
・
怪

我
に

よ
る
入

院
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

5
9

不
慮
の
事

故
○

○

6
0

身
長
、
体

重
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
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通
し
番
号

質
問
項
目

出
生
票

調
査
回

時
間
変
化

乳
幼
児
期

学
童
期

な
し

あ
り

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0

1
1

1
2

6
1

ゲ
ー
ム
で

遊
ぶ

時
間

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

6
2

テ
レ
ビ
視

聴
時

間
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

6
3

習
い
事

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

6
4

発
達
に
関

す
る

こ
と
（

で
き

る
こ
と

）
○

○

6
5

性
格

○
○

○

6
6

親
へ
の
接

し
方

○
○

6
7

子
ど
も
の

行
動

○
○

6
8

手
伝
い

○
○

○
○

（
幼
児
）

○

（
学
童
）

6
9

携
帯
電
話

○
○

○
○

子
育
て
の

方
針

、
子
育

て
感

7
0

子
育
て
で

意
識

し
て
行

っ
て

い
る
こ

と
○

○

7
1

子
ど
も
を

育
て

て
よ
か

っ
た

こ
と

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

7
2

子
育
て
の

不
安

や
悩
み

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

7
3

子
育
て
の

相
談

相
手

○
○

○
○

○
○

○

7
4

ど
の
よ
う

な
子

に
育
っ

て
欲

し
い
か

○
○

○

7
5

健
康
に
つ

い
て

意
識
し

て
い

る
こ
と

○
○

7
6

し
つ
け

○
○

○

7
7

悪
い
こ
と

を
し

た
と
き

の
対

応
○

○

7
8

テ
レ
ビ
の

見
方

へ
の
関

わ
り

方
○

○

7
9

子
ど
も
と

の
接

し
方

○
○

8
0

小
遣
い
を

与
え

る
○

○
○

子
育
て
費

用

8
1

子
育
て
費

用
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

8
2

保
育
料

○
○

○
○

○
○
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通
し
番
号

質
問
項
目

出
生
票

調
査
回

時
間
変
化

乳
幼
児
期

学
童
期

な
し

あ
り

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0

1
1

1
2

8
3

習
い
事
の

費
用

○
○

○
○

○
○

○
○

（
幼
児
）

○

（
学
童
）

8
4

学
校
の
費

用
○

○
○

○
○

8
5

学
習
塾
の

費
用

○
○

○
○

○
○

父
母
の
状

況

8
6

最
終
学
歴

○
○

8
7

食
習
慣

○
○

○

8
8

喫
煙
習
慣

○
○

○
○

（
学
童
）

○

（
幼
児
）

8
9

収
入

○
○

○
○

○
○

○
○

9
0

育
児
・
家

事
の

分
担

○
○

○
○

9
1

家
事
・
子

育
て

の
状
況

○
○

○
○

9
2

子
育
て
の

悩
み

を
相
談

で
き

る
友
人

○
○

9
3

育
児
休
業

○
○

9
4

就
業
状
況

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

9
5

職
業

○
○

9
6

労
働
時
間

○
○

○
○

○
○

○
○

9
7

通
勤
時
間

○
○

9
8

帰
宅
時
間

○
○

○
○

○

（
幼
児
）

○

（
学
童
）

9
9

子
ど
も
と

一
緒

に
過
ご

す
時

間
○

○
○

○
○

○
○

1
0
0

起
床
・
就

寝
時

間
○

○

1
0
1

父
の
休
日

の
過

ご
し
方

○
○
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図
1．

21
世
紀

出
生
児

縦
断

調
査
を

用
い

た
家
庭

環
境

等
の
変

化
と

子
ど
も

の
成

長
・
健

康
と

の
関
連

に
関

す
る
分

析
枠

組
の
概

念
図
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